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　第 69 回日本臨床外科学会（会長・草野満夫：昭和大学教授）が横浜で開催された．そこで，「刑事

訴訟と外科系診療」と題する特別企画があった．本誌の編集委員である炭山教授と私が座長を担当し

たが，主題名に刑事訴訟が入った企画はあまりないこともあり，どのような議論になるのかやや不安

であった．広い会場はほぼ満員で，外科医の関心の高さをうかがわせるものであった． 

　そもそも，医療行為に関する議論のなかで刑事訴訟が出てくるのは異常な話である．福島県立大野

病院の産婦人科医が逮捕されたことは，外科医に大きな衝撃を与えた．容疑は，業務上過失致死と医

師法第 21 条違反である．医師法第 21 条は異状死の届け出の義務に関するものであるが，異状死とは

どのようなものかの合意がなされていない時点で，拡大解釈ともとれる運用をしたことの問題は大き

いといえる．もともと届け出をするべき異状死とは，目視で体表に事件を疑わせる異状な所見がある

ものをいうのであろう．すなわち，首に縄の模様があるときや，腹部にナイフが刺さっている場合な

どである．これを医療行為にまで持ち込むのはどうしても無理がある．

　医療行為のなかで，業務上過失傷害・致死と判断するのは必ずしも容易ではない．明らかな診療過

誤は当然刑事罰を受けるべきである．一方，通常の医療行為の結果として患者さんが死に至ったとき，

そこに過誤があったのかどうかを判定することは容易ではない．知り合いの裁判官は，100 人に 1 人し

か起こらないことが起これば，そこに何かミスがあったとするのは自然ではないかという．そうでは

ない．100 人に 1 人でも起こりうることであることをしっかりと認識していただかねばならない．

　医療に関する訴訟は，つまるところ医師と医師の問題である．裁判官も弁護士も法律の専門家であっ

て，医療の専門家ではない．彼らは，医療の専門家である医師の意見を最大限に考慮し，結論を導く

のである．私たちも，主張すべきは主張し，疑問がある判例には異議を唱えることが必要な時になっ

ている．

 （跡見　裕）
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